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▽▲▽▲▽▲賛助会員の募集▽▲▽▲▽▲
�y 人工知能研究振興財団は、ＡＩに関する研究の振興を図り、産業の高度化および我が国経済の健全な発展に寄与す
ることを目的に設立いたしました。当財団では、この目的にご賛同いただける方々を「賛助会員」としてご入会いた
だき、各種の事業活動に参加していただくための「賛助会員制度」を設け、これまでに多くの企業・団体の方々にご
加入いただいております。賛助会員の方々には、随時開催する「講演会」や「セミナー」、「フォーラム」等へのご案
内の他、情報の提供等も行っております。また、今年度より人工知能の研究に関する指導・相談事業を開始いたしま
すので、賛助会員の方々にも人工知能研究でお困りのことがあればその解決の糸口として、当財団をご利用いただき
たいと思います。これからも、ＡＩ及びＡＩ関連技術分野の研究振興をはじめ、マルチメディアやネットワーク等の
発展に向け、より幅広い活動を行うための努力を続けてまいりますが、その為には、 より多くの方々にご賛同いただ
くことが肝要であると考えております。当財団の目的及び事業に関心をお持ちの企業・団体のご入会を心からお待ち
しております。「賛助会員制度」の詳細につきましては、事務局までご連絡いただければ、資料をお送りいたします。 

賛助会費　　　個人：1 万円（1 口）／年　　　　企業・団体等：8 万円（1 口）／年

　平成27年７月１日から９月30日まで助成金応募者の募集に対し、企業・大学など全体で39件の応募がありま
した。10月以降３回にわたる審査委員会の審査を経て、次の10件を採択いたしました。
　また、採択させていただいた方々には、12月２日開催の「平成27年度第26回人工知能研究助成金交付伝達式」
において、助成金交付決定通知書を手交いたしました。併せて、第24回人工知能研究発表講演会を開催し、イ
クシー株式会社代表取締役　近藤　玄大様に次の特別講演をしていただきました。
と　　き：平成27年12月２日（水）
と こ ろ：今池ガスビル　７B会議室
特別講演：「３Ｄプリント電動義手handiiiの開発」
講　　師：イクシー株式会社　代表取締役　　近藤　玄大 様
コーディネータ：名古屋工業大学　名誉教授　伊藤　英則 様

研究助成金採択者
１．高精度全方位移動ロボットの実運用のための、障害物の

画像認識技術およびリアルタイム経路探索技術の開発
 東京ロボティクス株式会社 代表取締役

  坂本　義弘 氏
２．機械学習を用いた屋外拡声器の品質予測モデルの構築
 都城工業高等専門学校 電気情報工学科 助教　

　小林　洋介 氏
３．Deep Learning を用いた時系列データ分析装置の

開発構築のための技術的・社会的基盤の確立
 県立広島大学 経営情報学部 
 地域連携センター長（兼任） 教授　市村　匠 氏
４．救急救命を支援する知能ドローンの実現の研究開発
 京都大学大学院 医学研究科 研究員

　浜中　雅俊 氏
５．農産物の付加価値創造を支援するCGMシステムの開発
 近畿大学 工学部 講師

（共同研究者　松本　慎平〔広島工業大学〕）
加島　智子 氏

６．ミスコミュニケーションへの対応戦略のモデル化と予
測の研究

 山形大学大学院 理工学研究科 助教
　井上　雅史 氏

７．機械読唇による発話障碍者向けコミュニケーション
支援アプリケーションの開発

 神奈川工科大学 情報学部 情報工学科 准教授
　宮崎　　剛 氏

８．３者間対話上での相手のモデル発見に至る推論構造の解析
 筑波大学 システム情報系 助教 大澤　博隆 氏
９．自己組織化照明システムの開発
 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 助教

　南　裕樹 氏
10．陰関数近似を用いた単眼カメラによる実時間での

高密度な３次元復元手法の開発
 豊橋技術科学大学 情報・知能工学系 助教

大石　修士 氏
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　当財団は、メイン事業でもある人工知能研究助成事業として、企業、教育・研究機関、その他団体の研究者
及び研究グループ等において行われる「人工知能及び関連技術分野に関する調査、研究及び開発（以下、「研究」
という。）に対する助成」を行っております。今年度も、第27回平成28年度人工知能研究助成応募を実施す
る予定です。当財団では平成２年から、研究助成事業を行っており、今回で27回目を数えますが、これまで
に全国各地から1,470件のご応募をいただき、うち、330件の研究に対して助成を行っております。
　応募期間は例年通り、平成28年７月１日～９月30日（予定）で考えております。応募要件としては次のと
おりですが、詳細につきましては応募開始時期が近づきましたら、当財団ＨＰや応募要領リーフレット等でお
伝えしますので、応募をご検討の方はお忘れないようにご準備ください。

１．助成研究の適格要件
　次の各号の要件を満たすものとします。
⑴　産業技術の高度化に寄与する研究であること
⑵　研究を実施する者（研究実施者）が、研究を計画に

従って遂行するに足る能力を有すること
⑶　研究の計画及び方法が目的を達成するために適切で

あり、かつ、十分な成果を期待し得るものであること
２．研究テーマ

　人工知能及び関連技術分野（人工知能を活用した情報
処理技術、情報通信技術等）の高度化に関する調査、研
究及び開発（以下、「研究」という。）であって、次の各
号に掲げるものとします。
⑴　産業・環境分野における技術高度化並びに生産性改

善のための人工知能及びその利用技術に関する研究
⑵　デザイン向上のための知的環境構築支援システムに

関する研究
⑶　高齢者・身障者等の社会参加支援知的システムの開

発に関する研究
⑷　ヒューマンインタフェース・マルチメディア・セン

シング感性処理システムの高度化に関する研究
⑸　ロボットの運動・感覚・思考・知能・感情等に関す

る研究
⑹　インタ－ネット・モバイルシステムの知的な利用法

に関する研究　
⑺　ヒューマノイドシステム・人工生命システムによる

生活向上に関する研究
⑻　その他、人工知能及びその利用技術等に関する研究

３．研究助成金の限度額
　　100万円
４．助成研究募集期間

　平成28年７月１日～平成28年９月30日　
５．研究助成金の交付決定
　　平成28年12月上旬　
６．研究助成の対象となる経費

研究開発に要する機械器具装置・備品費（賃借料を含
む。）図等資料購入費、材料・消耗品費、旅費、技術指
導謝金等であって、研究者本人の人件費（給料等）以外
の経費とします。

７．研究完了期日
研究助成金交付後、２年以内

８．助成研究の審査・決定方法
⑴　当財団の審査委員会において、応募者から提出され

た研究助成金交付申請書により、厳正に審査し決定し
ます。なお、企業以外の者の研究については、「産業
界との共同研究」であることを配慮事項とします。

⑵　助成額は、審査委員会の審査結果に基づき決定します。
９．研究助成金の交付

⑴　研究助成金の交付は、研究実施者と協議のうえ、前
払い、分割払い又は清算払いの方法により行います。

⑵　交付された助成金は、研究の成功不成功に係わらず、
その返還を求めないこととします。ただし、助成研究
実施計画書に記載した研究が実施されなかった場合及
び、研究実施者が当財団の規程等に違反した場合には、
研究助成金の一部又は全部を返還していただくことが
あります。

10．助成研究完了報告等
⑴　助成研究が完了したときは、研究完了の日から起算

して30日以内に完了報告書を提出してください。
⑵　助成研究が当財団の会計年度をまたがるときは、毎

年３月31日現在の研究の進捗状況を、４月30日までに
報告してください。

⑶　助成研究計画を変更又は中止しようとするときは、
当財団に届け出のうえ、指示を受けてください。

11．助成研究成果の帰属
助成研究によって取得された工業所有権は、研究実施

者に帰属することとします。
ただし、特許権、実用新案権または意匠権を取得した

ときは、速やかにその旨を当財団に届け出てください。
12．助成研究の成果の発表

⑴　研究の成果は、当財団の機関誌等への掲載及び講演
会、研究成果発表会等において発表していただくこと
があります。

⑵　研究実施者は、助成研究の成果を学会等に発表（学
会誌等への掲載を含む。）する場合には、当該研究が
当財団の助成を受けて実施したものである旨を明示す
るとともに、その結果を、関係資料（掲載学会誌等）
を添えて、報告してください。　
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　昨年度も、一昨年に引き続き次世代ものづくり基盤技術産業展TECHBiz　EXPO2015と同時開催い
たしました。多くの方にシンポジウムの参加、ロボットの展示をご覧いただき誠にありがとうございまし
た。また、講演していただきました先生方ありがとうございました。

【開催概要】
テ ー マ：～生活を彩るサービスロボットの実用化に向けて～
と こ ろ：名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）　（名古屋市千種区吹上2-6-3）

〔シンポジウム（講演会）〕
と　　き：平成27年11月18日（水）13：00～16：30　
参加者数：156名（事前受付157名）

①「開会挨拶」　　
　　ロボットシンポジウム2015名古屋　実行委員会委員長、ヒューマンロボットコンソーシアム　会長
　　名古屋大学、中京大学　名誉教授　福村　晃夫 氏
　　　（代理：名古屋工業大学　名誉教授　伊藤　英則 氏）
②「ロボットと暮らす社会にむけて～パートナーロボット開発の現状と今後の展望～」
 トヨタ自動車㈱　パートナーロボット部　部長 　玉置　章文 氏
③「インフラ点検におけるロボットの活用」 イクシスリサーチ㈱　代表取締役　　山崎　文敬 氏
④「次世代ロボットの安全性」 　　名古屋大学大学院工学研究科　教授　山田　陽滋 氏
⑤「RoboCup@Homeの挑戦」 ロボカップ日本委員会　会長　九州工業大学　准教授　大橋　健 氏

〔ロボット展示〕
と　　き：平成27年11月18日～20日　10：00～17：00 
参加者数：599名（18日：137名　19日254名　20日208名）

①「あいちロボット産業クラスター推進協議会とあいちサービスロボット実用化支援センターの紹介」 愛知県
②「宇宙から医療まで幅広いロボットの研究開発」　　 愛知工科大学電子制御・ロボット工学科
③「枝打ちロボット及びロボット制御装置」　　 イー・バレイ株式会社
④「ロボカップ小型リーグ用ロボット」 　　スマッツ株式会社
⑤「生活支援ロボット ＨＳＲ」 　　トヨタ自動車株式会社 パートナーロボット部
⑥「装着型ロボットの創傷リスク評価装置の開発」 　　名古屋大学山田研究室
⑦「ロボカップ2017世界大会名古屋の紹介」 　　名古屋市／NPO法人ロボカップ日本委員会

※）今年度もロボットシンポジウム名古屋2016を、11月16日（水）～18日（金）に名古屋市中小企業振興会館（吹
上ホール）において、TECHBiz　EXPO2016と同時開催で予定しております。今年もたくさんの方にお越い
ただきたく存じます。
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公益財団法人　人工知能研究振興財団
〒461－0011
名古屋市東区白壁三丁目12番13号
 中産連ビル本館３階
TEL（052）932－8951　FAX（052）932－9158
 E-mail：info@airpf.or.jp
 http://www.airpf.or.jp

活 動 レ ビ ュ ー

〈審査委員会〉
◆第２回審査委員会
と　き：平成27年10月７日（水）10:00 ～ 12:00
ところ：今池ガスビル７E会議室
◆予備審査委員会
と　き：平成27年11月６日（金）10:00 ～ 15:00
ところ：今池ガスビル７E会議室
◆第３回審査委員会
と　き：平成27年11月13日（金）10:00 ～ 12:00
ところ：今池ガスビル７E会議室

〈新法人業務検討委員会〉
◆第５回新法人業務検討委員会
と　き：平成27年12月10日（木）10:00 ～ 12:00
ところ：リンナイ株式会社　本社　２階会議室
議　案

⑴　公益認定申請について
⑵　平成28年度事業計画（案）について 
⑶　「人工知能の研究に関する相談・指導」

事業
　　人工知能研究者マップの作成について
⑷　その他

◆第６回新法人業務検討委員会
と　き：平成28年２月10日（水）10:00 ～ 12:00

ところ：リンナイ株式会社 本社 2階会議室
議　案

⑴　公益認定申請について
⑵　「人工知能の研究に関する相談・指導」

事業
　　人工知能研究者マップの作成について
⑶　その他

◆第７回新法人業務検討委員会
と　き：平成28年３月29日（火）10:00 ～ 12:00
ところ：リンナイ株式会社 本社 ２階会議室
議　案

⑴　第58回理事会報告
⑵　公益認定申請経過について 
⑶　「人工知能の研究に関する相談・指導」

事業
　　人工知能研究者マップの作成について
⑷　平成28年度新法人事業検討委員会の運営

について
⑸　その他

　当財団の「研究に対する助成」事業は良く知られており、毎年多くの企業、大学、研究機関の研究者の方々から応
募が来ております。また、当財団主催の「人工知能に関する講演会・シンポジウム・セミナー等開催」事業について
も、毎年多くの方々に参加していただいております。
　しかしながら、当財団の事業の一つとして、定款第４条第５号にある「人工知能の研究に関する相談・指導」事業
については、現状ほとんど利用されておりません。
　今や、第３次人工知能ブームが到来し、非常に幅広い分野で人工知能の活用が始まっている中、新たに人工知能分
野に踏み入れる企業の方々、人工知能に関する共同研究・開発を検討されている方々、研究者の中でも他の研究者と
のコラボレーション等々を考えられている方々等、研究自体も広がりを見せており、人工知能の研究についても何か
と難しい問題が増えているのではないかと危惧しております。
　そこで、当財団としましては、公益財団法人への移行を契機に新たな取り組みとして、「人工知能の研究に関する
相談・指導」事業の充実を図るべく、人工知能の研究に関する幅広い内容についての相談に対応し、相談内容に応じ
た関係機関・研究者を紹介する等の事業実施に着手いたします。
　そのためには、人工知能研究開発を行っている大学、試験研究機関、行政機関を始めとする関係機関・団体及び研
究者等との連携協力関係構築が不可欠ですので、本年度は、まずこの新たな事業についてご賛同いただけ、相談にも
応じていただける研究者の方々を「研究者マップ」として作り上げて行きます。
　この「研究者マップ」等、新たな「人工知能の研究に関する相談・指導」事業につきましては、これからになりま
すので、また別途ご案内をさせていただきたいと思います。
　但し、前述のとおり、利用状況は別として、当財団としましては現状も「人工知能の研究に関する相談・指導」事
業を実施しております。従いまして、現在人工知能の研究に関して何か相談等おありの方は、当財団までご連絡いた
だければ出来得る限り対応させていただきます。


